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19 「金持ちの若者と貧しい娘」Bom. 80～82（105～106）／ Ch. 13（第三部「イブン・ハス
ダーイ」の項参照）
23「王と兵士」Bom. 119～120（128）／ Ch. 17E
王が敵国に軍隊を派遣する。出兵に際し王が兵士たちに、命令に従って勇敢に戦った
者は高く評価して報いるが、敵と通じた者は厳しく罰すると言い渡す。























































33「騙し取られた宝石を取り戻す」Bom. 211～216（176～178）／ Ch. 17L
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イブン・ハスダーイ（IH）の固有話を N. Weisslovitsのドイツ語訳から訳出する（IH6-1 























































17 「王と大臣と貧しい夫婦」（IH161, Ch. 11「偶像崇拝の王と誠実な大臣（貧しい夫婦）」, 
W.95～98）
＋57「ダヴィデとツィクラグの碑文」（IH162, Ch. 20「ツィクラグのダヴィデ」, W. 96～97）
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たちの仲間となる。









19「金持ちの若者と貧しい娘」（IH181, Ch. 13, W. 104～106）
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65「老裁判官」（IH262, Ch. 27「裁判官」, M. 271）
老齢の裁判官を買収して真実と法を曲げさせようとした人がいた。裁判官は答えた、
「年齢は私の光だ。私の精神はそうではないというのか」。
66「商人と二人のならず者」（IH27, Ch. 28「裏切り（三人の泥棒）」, W. 122）
とんでもなく大金持ちの商人がある町を訪れたことがあった。すると友人同士の 2人
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（C. Cordoni, Barlaam und Josaphat in der europäischen Literatur des Mittelalters,  
                     Universität Wien, Dissertation, 2010, p. 88 をもとに作成） 
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                      中世ペルシア語 
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                                  エティオピア語 
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『歴史の鑑』SH †1264     ギ・ド・カンブレー(13c.) 
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   他            E876, P257 他 
 
日本語『サントスの御作業』       ＊ジョージア語１を含め、それから派生した各版がいわゆる 
  加津佐版 1591            キリスト教徒版である。アリスティデス『弁証論』は 
 バレト写本 1591           ギリシア語版以下に現われる。 
    中国語『聖若撒法始末』1602 訳、1645 刊     ＊Cordoni は Lang 1960 と Toral-Niehoff 2000 に拠っている。 
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